
宮崎県北部地域・職域が進める
健康づくりの取組～県民の肥満対策～

○飯干麻子、茂三枝、瀧口俊一（延岡保健所）、

藏元真理子（総務事務センター）、

塩田栄子（都城保健所）
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はじめに

健康みやざき行動計画２１（第2次）

「適正体重の維持」が課題

協議会が肥満対策について協議の場のみならず、委員と
一体となった取組が行えるようになったので報告する。2

県北部地域・職域連携推進協議会で「肥満対策」に取り組む

目標指標 ： BMIが25以上の人を減らす



（１）協議会及び部会の委員構成（12団体8機関）

医師会、歯科医師会、薬剤師会、栄養士会、地域婦人連絡協議会

（協議会のみ）、商工会、農業協同組合、健康づくり協会、全国

健康保険協会、旭化成健康管理センター、労働基準監督署（協議会

のみ）、メディカルフィットネスのべおか（部会のみ）、延岡市・

西臼杵３町、保健所

（２）協議会の開催内容

＜協議会1回＞ 保健指導実施率、特定健診・がん検診受診率向上

取組確認、部会前年度活動報告・今年度取組案協議
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方 法

情報共有・提供

メーリングリストの活用

＜部会２回開催＞ 今年度活動内容協議、目標設定・取組状況の

確認、課題抽出・次年度取組協議



「適正体重の維持」の取組（H24～26）

平成26年度 評価指標の経年目標値の設定、
事業計画表に沿った各団体の取組
保健活動に繋げるための研修会の開催

体重計に乗る行動変容を目的とした取組を実施（3ヶ年計画）
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平成25年度 評価指標に基づく事業計画表の作成
前年度ちらしの活用

平成24年度 グループワーク
適正体重ポスター・ちらしの作成・配布



（３）協議会委員等を対象とした研修会

5

●健康づくり指導者研修会（平成26年度～）
「適正体重の維持」に沿った生活習慣病のメカニズム
・食生活・運動、咀嚼・歯周病予防等の研修

健康づくり協会、
歯科医師会に協力
を得、講演を実施

地域・職域で特定
健診・保健指導
分野を強化、
指導法及び意識の
統一化を図る。



（４）委員参加型の取組
①媒体作成・活用
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＜ちらし作成＞

職域の部会員の要望・意見から作成

＜オリジナルレシピ作成＞

栄養士会協力の下、各団体・関係機関からの
レシピ提供を依頼、事務局で調整・作成

延岡保健所ホームページからダウンロード

可能、積極的活用の周知

メーリングリストの活用



②評価指標に基づく事業評価表及び
経年目標値の設定

各団体・関係機関が出来る

平成34年度までの取組計画

を集約、一覧表を作成

平成25年度から

経年目標設定を行い、

年度毎に取組状況の確認・

評価を実施（29年度に評価）
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目標指標 ： BMIが25以上の人を減らす



野菜の日(8/31)に向けたイベント活動や部会で作成したちらしや
レシピを使った特に特定健診時等での働き世代に向けた普及活動
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＜イベント参加団体＞

医師会、歯科医師会
薬剤師会、栄養士会、
JA高千穂、延岡市、
西臼杵３町、保健所

結果（１）最近の協議会の取組(H27～)
「適正体重の維持」取組の具体化→ 野菜摂取向上

ちらし配布
延べ800件
相談40件



（２）成果物
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CD



各団体・関係機関のH25とH27の比較（一部）

＜量的評価＞ 各団体

・ 啓発チラシの配布枚数550→550、50→100

・ 広報掲載件数12→12

・ 会員にちらし活用を周知した割合100%→〃

＜質的評価＞ JA、旭化成、市、3町等

・ 脂質異常症要管理者の割合38.9%→35.8%

・ 特定健診受診者（男性）のBMI25以上の割合

を減らす27%→29.6%、26.9%→25.1%…

（３）経年目標設定による評価
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特定指導実施率、特定健診・がん検診受診率
向上 ＋ 健康づくりのテーマに沿った参加型
の取組をPDCAサイクルを回しながら実施
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協議会全体が共通の目的に向かって
協働で活動できる力はついてきたと
考える。
委員の参加を重ねていく毎に協議会、
部会での発言も活発化・充実化

考察 と まとめ



地域・職域連携の基本理念

健康みやざき行動計画２１

県民の健康づくり
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地域・職域で蓄積した保健事業の方策を互いに提供し合い、

連携した対策を講じ、県民の生涯を通じた継続的な保健

サービスが提供できる体制の構築を図る。

地域 職域

医療費削減（適正化）

特定健診・保健指導・がん検診

生活習慣病の一次予防
・重症化予防

ポピュレーションアプローチ

健康寿命の延伸



13

● 肥満対策共通媒体の活用・普及強化
各団体で活用し、様々な場所で目にする機会を増やす

● 保健所の役割は体制整備・環境整備
協議会運営と共に、肥満が多い働き世代に向け、媒体を

コンビニやスーパーに設置し、啓発を行う

● 目標設定による確かな評価
本地域に限った取組の評価が見えにくいため、評価方法

の検討が必要

● 職域分野への更なる強化＝地域と職域の連携
健康長寿推進企業等知事表彰を受けた本地域の企業・

団体から意見収集、事例紹介等の協力を得る。

今後の取組
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健康寿命の延伸のために

県民の健康づくり対策（肥満対策）
「医療費削減（適正化）」に

結びつくには
長年の地道な活動が必要

全域で委員と一体となって
「参加型」の共通の活動を
根気強く続けることが重要


